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人 口
牛
女
房
　
暖
簾
支
え
て
半
Ｌ
紀

指
　
牛
の
値
段
な
袖
の
下

泣
き
ど
こ
ろ
　
雨
ァ
降
る
如

つ
ヨ
ナ
ン
降
る

楽
隠
居
　
ら
五
つ
隠
し
と
る

男
は
■
い
よ
　
辞
今
通
リ
ィ
泳
が
に
ゃ
ん

泣
き
ど
こ
ろ
　
寄
附
こ
ぎ
る
な
ら
票
の
減
る

指
　
か
ら
ま
せ
た
つ
ァ
夢
だ

っ
た

楽
隠
居
　
死
ん
だ
婿

ァ
と
し
た
か

っ
た

指
　
シ
ュ
ー
ト

・
カ
ー
フ
も
ひ
ね
り
出
す

よ
）Λ
ノ″巨
ぐ
、　
カ
ル
一プ
一フ
■
す
０
レ
ー
ル
バ
ス

縁
起
良
し
第

一
着
の
初
詣

初
旬
会
集
ま
る
友
の
衿
の
雪

庭
先
の
山
茶
化

一
輪
耐
え
残
り

小
さ
き
手
で
泥
の
交
り
し
雪
だ
る
ま

元
朝
の
心
新
に
日
の
出
待
つ

初
詣
願
い
幾
つ
も
く
り
か
え
し

寒
々
と
な
お
寒
々
と
朝
の
月

健
康
は
若
湯
に
あ
り
て
粥
に
あ
り

師
走
か
な
配
達
人
の
声
せ
わ
し

風
花
や
着
れ
る
だ
け
着
て
畑
を
鋤
く

南
天
の
赤
味
慕
は
じ
今
朝
の
春

人
人

８７

（ご
）
（寄
）
（付
）

（父
、
正
照
さ
ん
。
８６
歳
死
去
）

▽
下
切

。
大
切
畑
の
工
藤
光
高
さ
ん
か

ら

（母
、
ト
シ
ノ
さ
ん
・
８６
歳
死
去
）

▽
上
色
見

。
大
村
の
宇
藤
チ
ャ
子
さ
ん

か
ら

（夫
、
興
次
さ
ん
。
７１
歳
死
去
）

▽
野
尻

。
河
地
の
馬
原

一
喜
さ
ん
か
ら

（妻
、
テ
ル
ヨ
さ
ん
。
６２
歳
死
去
）

）
高
森

・
下
町
の
森
野
ス
ミ
子
さ
ん
か

ら

（長
男
、
哲

，１
さ
ん
。
３７
歳
死
去
）

ｖ
車
部

。
社
倉
の
阿
由
武
勝
さ
ん
か
ら

（養
父
、
今
朝
時
さ
ん
。
８７
歳
死
去
）

〉
高
森

・
天
神
の
中
村
澄
さ
ん
か
ら

（夫
、
喜
之
哺
さ
ん
、

６４
歳
死
去
）

ハ

一
般
寄
付
∨

〉
色
見

・
片
Ｌ
の
岩
下
ま
き
さ
ん
か
ら

病
気
見
舞
の
返
礼
に
か
え
て

◎
老
人
ク
ラ
ブ

▼
卓
部

。
社
倉
の
阿
南
武
勝
さ
ん
か
ら

「
福
寿
会
」

ヘ

▽
上
色
見

。
大
村
の
宇
藤
千
ィ
ｒ
さ
ん

か
ら

「
根
子
岳
会
」
ヘ

〉
高
森

・
上
在
の
野
尻
昭
光
さ
ん
か
ら

「
城
山
会
」

「
城
山
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
部
」

ヘ

―
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9,047人

世帯数……

転入 24

転出 27

6後 6渡 8立 ♂寺 電東 電馬

町
民
文
芸

肥

後

狂

句

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

し
み
じ
み
と
生
き
る
幸
せ
老
の
春

初
日
の
出
め
で
た
き
宿
世
す
ご
し
け
り

新
築
の
香
り
に
は
ひ
て
初
旬
会

猫
の
恋
垣
根
で
ゆ
る
す
老
婆
か
な

初
旬
座
や
不
参
の
友
に
思
ひ
ま
た

暖
か
き
言
葉
書
き
添
え
あ
る
賀
状

か
へ
り
み
る
過
ぎ
来
し
月
日
初
鏡

山
と
積
む
初
荷
に
出
合
ふ
峠
道

鍬
と
り
て
春
の
匂
ひ
を
確
か
め
り

初
暦
夢
を
託
し
て
部
屋
の
中

タト

句
7

男・・

女 …

出生

死亡

●●
″
国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
″

河
原
小
学
校
に
天
然
ス
ケ
ー
ト
場

河
原
小
学
校

（吉
弘
憲
雄
校
長

・
二
十
人
）
に
今
年
も
手
づ
く
り
の
天
然
ス
ケ
ー
ト
場

が
完
成
、　
一
月
十
六
日
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
開
き
を
し
ま
し
た
。
同
校
は
標
高
七
百
五
十
研

の
高
地
に
あ
り
、
冬
の
間
、
雪
や
霜
で
運
動
場
が
使
え
な
い
た
め
、
昨
年
の
冬
運
動
場
の

一
角
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
作

っ
た
と
こ
ろ
大
成
功
。
今
年
は
縦
二
十
五
炉
、
横
十
二
財

と
昨
年
の
約
二
倍
の
広
さ
に
拡
張
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
早
速
、
父
母
た
ち
か
ら
ブ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
白
い
ス
ケ
ー
ト
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
て
初
滑
り
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
昨
冬

も
専
用
リ
ン
ク
で
鍛
え
た
だ
け
あ

っ
て
、
上
級
生
は
ス
イ
ス
イ
。　
一
年
生
は
上
級
生
が
手

を
つ
な
い
で
仲
良
く
滑
り
ま
し
た
。

松
野
　
笑
声

林
田
　
一
声

篠
田
　
凡
才

石
田
　
詩
朗

林

　

不
忘

岡
本
　
琴
司

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

山
村
　
不
覚

浦
塚
　
南
天

白
石
　
政
憲

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
正
六

後
藤
や
よ
い

後
藤
　
　
固

後
藤
　
チ
エ

森
　
　
政
隆

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
龍

後
藤
　
春
嵐

熊
谷
　
紫
雲

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
∨

▽
矢
津
田

・
高
尾
野
の
本
田
正
長
さ
ん

か
ら

受 f、 |S59.12.l～ 12.31

(保護者) (出生児)(性別)

型

r出
年ヽ

59.

【出  生】

(住所) | 月

１ｌ

Ｈ

ｌ２

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１２

男
女

″
男
女
男

″
″
″
女

″
″

咲
り
介

一　
か
　
一

美
あ
大

誠
茜
菜
や

一　
　
美
さ

宏
男
雄
男
幸
信

一
実
司
二
隆
己

智
八
武
喜
広
政
研
弘
誠
新
　
五

二
　
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
族

田
石
藤
塚
尻
島
田
木
石
留
田
斐

前
白
工
飯
野
鮫
本
高
白
津
免
甲

ｌ

遺

亡

く

根
通
子
通
留
和
村
神
通
在
野
野
　
　
所

羽
　
　
　
津
　
　
　
　
　
々
　

死

住

赤
旭
幸
旭
上
昭
大
天
旭
上
多
永

Ｉ

く

●

【結

夫
妻

夫
妻

夫
妻

夫
妻

優
政 志

有
陽一郎

正長 父 本田 正照

武勝 養父 阿南今朝時

母 工藤 トシノ

夫 橋本 義則

母 池田 ツマ

妻 馬原テルヨ

夫 宇藤 興次

(縞)(死亡者)(無)(年月盲)

子

か
●

野
尻田

南

本

阿

野

倉

尾高

社

号
年

０
晰

●
０
手
↑

さ
だ

野
尻
　
誓
道

瀬
井
　
て
る

熊
谷
起
代
女

草
村
　
鶴
代

草
村
あ
つ
代

馬
原
そ
の
女

熊
谷
　
つ
子

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

86 59

87

86

70

85

62

71

12.11

12.12

12.14

12.14

12.26

12.25

12・ 31

む
高

子

正

喜

子

光

ズ

　

一
ヤ

シ
　
　
　
　
チ

藤

本

田

原

藤

ェ

橋

池

馬

宇

畑

通

山

地

村

切大

旭

村

河

大

婚】

(氏 名)

吉 本寸 友 秀
(甲斐)京 子

安 方 光 也
(尾方)文 子

三 森 次 りl

(高木)美智代

本 田 昌 貝ll

(本 田)ふゆ子

所)(婚姻届年月日)

下 町 S59.12.9
牧 りi

中 昧1   12.ll
蘇1場町

冬 ユ!チ    12.11
カ陽町

森
下

見

住ぐ

高
尾

色

通
川

Ｌ

先

椰

森
郡

森
見

蘇
　
池
　
色

阿

高
菊

高
上

休ノ右
宅
Ｆ
じ

２

月

１０

日

２

月

＝

日

２

月

１７

日

２

月

２４

日

３

月

３

日

３

月

１０

日

前
後

午
午

は
ら
で

療
か
ま

診
時
時

医
　
院

医
　
院

．

②原崎②
０

野・０
０

病
　
院

辺
　
医
　
院

⑦
１
７
７
７

3藤

医
　
院

火
事

・
救
急
車
は
雷
１
１
９

ヘ

お も な 内 容

□ 58年度決算 (活力ある町づくりのために)・ ¨

□ 町県民税・所得税、申告は正しく、お早めに

□ 10年ぶりに的落とし (恒例の消防出初め式)

国 大人への旅立ち (成人式)…………………・…

□ 中央公民館だより (新成人の意見発表)・ ……

匡l みんなの広場………………………………・………

医
　
院

②
０
３
０
９

.‐■務…鬱多
‐

晰́

２ ５

３

４

４

５

５

８

２

３

５

９

ヽ
“
″｀■″ 午ザイ

７
一

おめでたお―‐‐くゆみ―‐‐「
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ノ広 報 た か も

五
十
八
年
度
の

″
わ
が
町
の
家

計
簿
″
は
ど
う
な

っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
十
二
月

定
例

町

議
会

で
、　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
四
つ
の

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
国
、
地
方
と
も

厳
し
い
財
政
環
境
の
中

に
あ

っ

て
、
本
町
は
農
林
業
基

盤

の
整

備
、
商
ェ
業
の
振
興
、
教
育
施
設

の
整
備
充
実
、
道
路
網
の
整
備
な

ど

「
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
納
め

た
税
金
や
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
が
ど

の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
か
、
町
の
財
政
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

時
代
の
変
化
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で

す
が
、
こ
れ
が
農
業
後
継
者
問
題
に
つ

な
が
る
と
も
な
れ
ば
極
め
て
重
大
と
い

中
・
祭
場
　
矢

津
・
田

う
外
あ
り
ま
せ
ん
。
四
二
で
を
占
め
る

農
家
が
町
の
発
展
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。　
一
部
に
は

3400
■
．■

万円

歳出総額23億3,419万 3千円

議会費 災害復 旧
1,938万 6
.(0.8%)

歳入総額23億 9,755万 8千円

分担金及び負担金
5,282万 9-千

‐
「 l

7物)億
3,549万4千円(2.2%)

4千円●   :1:夕
衛生費
9,41

費
T‐円

商工費
,221万 6-千 Fl l

O.5%)

繰越金
9,481万 7-千

´

(4.0%)

国庫 支出金
11意3,401万 5千円
(5.6%)

(4

●目
締
燃
認
¨̈

〓

●

■

１１，

，
■

●

■

∵

■

■

■

，
■

1億 3,713万 6T‐ 円 (44.4%)

1億 1,443万 6T‐円 (37.0%)

.… …3,3987デ 8T‐ |!I(11.()%)

…・1,662万 4T‐円 (5.4%)

………538万 1千・円(1.7%)

・……165万 3千^円 (0.5%)

決 算 の 推 移
町税の内訳

町  民  税・

田 定 資 産 税・

|  たばこ消費税・

1  電  気  税・

1 軽 自動 車 税・

木 材 引取 税・

●●

農
業
離
れ
さ
れ
る
傾
向
も
あ
る
よ
う
に

伺
い
ま
す
。
誠
に
寂
し
い
限
り
で
す
。

特
別
な
家
庭
の
事
情
の
外
は
、
底
力
を

発
揮
し
て
目
前
の
障
害
を
克
服
し
、
将

来
に
向

っ
て
の
信
念
と
努
力
の
心
構
え

が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

農
家
に
と
っ
て
最
も
目
前
の
問
題
は

何
で
し
ょ
う
か
。
私
は
農
業
後
継
者
間

題
が
、
最
優
先
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
後
継
者
の
嫁
対
策
は
最
初
に
挙
げ

ら
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
恐
縮
で
す
が

私
案
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
ず
農
業
振
興
後
継
者
後

援
会
を

構
成

し
、
青

年

団
、
婦
人
会
、
各
種
団
体

な
ど
の
会
合
の
際
、
町
の

一員
　
　
農
業
を
考
え
る
時
間
を
設

け
討
議
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
と
ま
っ
た
問
題
に
つ
い
て

は
、
町
当
局
や
農
協
の
指
導
と
協
力
、

ま
た
広
く
町
民
の
判
断
と
協
力
を
求

め
、　
一
歩
で
も
前
進
す
る
よ
う
逐
次
実

現
化
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
と
存
じ
ま

す
。
す
な
わ
ち
町
民
全
体
の
知
恵
を
結

集
し
て
農
業
発
展
と
後
継
者
対
策
に
役

立
て
る
の
で
す
。

清
掃
奉
仕
あ
り
が
と
う

で
も
な
く
、
自
分

た
ち
の
発
意
で
お

手
伝
い
い
た
だ
い

係
か
ら
の
お
願
い

「
み
ん
な
の
広
場
」
で
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

身
近
か
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
あ
て
先
は
、
役
場
企

画
課
広
報
統
計
係
で
す
。
紙
上
だ
け
匿

名
扱
い
で
き
ま
す
。

草

部

吉

見

神

私
た
ち
吉
見
神
社
総
代
は
、
新
年
を

迎
え
る
た
め
に
、
毎
年
神
社
の
清
掃
や

門
松
の
準
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昨
年

も
、
寒
い
風
が
ふ
く
十
二
月
三
十
日
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
に
従

っ
て
仕
事
を
し

て
い
る
と
、
ホ
ー
キ
を
手
に
石
段
の
掃

除
を
し
て
い
る
五
、
六
人
の
子
供
さ
ん

を
見
か
け
た
の
で
す
。
早
速
名
前
を
訪

ね
て
み
る
と
草
部
中
学
校
の
生
徒
さ
ん

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

学
校
の
指
示
で
も
な
く
、
親
の
指
示

社

総

代

一
同

　

た
こ
と
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

寒
い
中
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

年
度
５４
　

　

　

５５

1世帯当たりの納税額

昭和59年 3月 3111現 在2,579世 帯

町  民  税…………… …………………53,173円

田 定 資 産 税………… ………… ………44,372円

たばこ消費税………………… … ………13,178円

電  気  税……… ……………… ………6,446円

軽 自動 車 税… ……… ……………… 2,086円

本材 引 取 税………………… … ………… 641円

」コ I

,655万3千P
11 %

支出金

歳 入

12.9%
921

地 方交付税
ブブ2千

町債
3億 5

(15。 |
,870万 円
0%)

教育費
,240万
(9.5%

円

農林水産業費
5億、7,046万 5千
(24.5%)

費

,418万2千
6%)

円

費
5 千698フブ

‐

.0%

費
6,909フラ

・
2二F・ II

1%)

土木費
3億 2,680万 5

(14.0%)

歳入 21億 2,228万6千円

歳入 20億6,514万 7千円

歳入 25億 1,173万 9千円

歳入 24億6,882万 4千 円

歳入 23億 9,755万 8千円

(9) 第 306号

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
例

年
に
な
ら
い
、
昨
年
十
月
か
ら
年
末
ま

で
、
共
同
募
金
と
歳
末
助
け
合
い
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
か

ら
多
大
の
ご
援
助

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

共
同
募
金
は
日
標
額
九
十
二
万
九
千

八
百
円
を
三
二

。
ニ
ギ
上
回
る
百
二
十

三
万
八
千
七

百
三
十
六
円

の
実
績
を
上

げ
る
こ
と
が

で
き

ま

し

た
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の

共
同
募
金
の
配
分
金
と
、
皆
さ
ん
の
善

意
で
集
ま
っ
た
寄
付
金
を
合
わ
せ
、
町

内
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
や
寝
た
き
り
老

人
、
長
期
療
養
の
障
害
者
な
ど
に
毛
布

や
、
見
舞
金
を
送
り
ま
し
た
。
共
同
募

金
と
歳
末
助
け
合
い
の
実
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

新

入

学

児

童

全

員

に

カ

サ

町
社
会
福
祉
協
議
会

町
社
会
福
祉
協
議
会

（会
長

・
瀬
井

町
長
）
で
は
、
事
業
の

一
つ
と
し
て
今

年
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
百
二
十
人

全
員
に
黄
色
の
カ
サ
を
贈
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
事
業

は
、
子
供
た
ち
に
、
福
祉
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
の
一
部
と
し
て
計
画

し
た
も
の
で
す
。

贈
ら
れ
る
カ
サ
は
、
あ
ざ
や
か
な
黄

色
で
、
柄
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ボ
タ
ン
を

押
す
と
開
く
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
、
日
立
つ

色
だ
け
に
交
通
安
全
に
も

一
役
買
い
そ

う
で
す
。
す
で
に
業
者
に
発
注
し
て
お

り
、
入
学
式
当
日
ひ
と
り
ひ
と
り
に
配

ら
れ
る
予
定
で
す
。

目
標
上
回
る
実
績

共同募金実績内訳

戸別募金・

街頭募金・

言十   ・

1,159,624円

79,112円

1,238,736円

歳末助け合い実績内訳

低所得世帯見舞 (133戸 )………399,000円

寝たきり老人見舞 (93人)……・279,000円

長期入院障害者見舞 (181人 )… 543,000円

計    …………… l,221,000円

歳出 21億6 方7千円

歳

23億 4 78‐2万 8千円

23億7=400万 7千円

1薦出■23億31419万3千円
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支
給

の
請

求

は

六

ヵ
月

以
内

に

零
歳
児
医
療
費

零
歳
児
医
療
費
補
助
の
支
給
対
象
者

と
申
請
の
期
限
が
次
の
と
お
り
変

っ
て

い
ま
す
。

Ｏ
支
給
対
象
　
本
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
零
歳
児
と
、
外
国

人
登
録
法
に
よ
り
、
本
町
に
登
録
さ
れ

て
い
る
外
国
人
零
歳
児

○
申
請
の
期
限
　
医
療
機
関

（病
院
、

医
院
な
ど
）
で
診
療
を
受
け
た
日
の
翌

日
か
ら
六
ヵ
月
。
た
だ
し
、
養
育
医
療

費
自
己
負
担
金
に
つ
い
て
は
一
年

（養

育
医
療
＝
未
熟
児
の
養
育
に
必
要
な
医

療
）

○
申
請
の
方
法
　
医
療
機
関
か
ら
受
け

取

っ
た
領
収
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
、

町
民
課
保
健
衛
生
係

へ
お
い
で
く
だ
さ

住
宅
金
融
公
庫
の

融
資
受
付
け
開
始

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、　
マ
イ
ホ
ー
ム

建
設
資
金
と
建
売
住
宅
購
入
資
金
の
借

入
申
し
込
み
を
、
次
の
と
お
り
受
付
け

ω

６

例

日

日

日

５

‐５

２５

町
役
場
の
支
払
日
は
、
事
務
整

理
の
都
合
上
、
勝
手
な
が
ら
五
の

つ
く
日
に
定
め
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
当
日
が
土

ｏ
日
・
祭
日
に
あ

た
る
場
合
は
翌
平
日

に
な

り
ま

す
。
支
払
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。

ま
す
。

口
受
付
期
間
　
二
月
二
十
六
日
ま
で

回
選
考
方
法
　
受
付
順
、
無
抽
選

回
限
度
額
と
年
利
率
　
木
造
で
建
築
し

た
場
合

▽
百
十
平
方

所
以
下
　
五
百
万
円

（五

・
五
で
、
十

一
年
以
降
七

・
ニ
ギ
）

▽
百
三
十
五
平
方
研
以
下
　
五
百
六
十

万
円

（六

・
五
一で
　
十

一
年
以
降
七

・

二
ぞ
）
　

▽
百
六
十
五
平
方
Ｍ
以
下

六
百
二
十
万
円

（七

。
ニ
ギ
）

六
十
五
歳

以
上

の
老

人
同
居
の
場

合
、
融
資
額
が
増
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

回
返
済
期
間
　
木

造
＝
二
十
五
年
以

内
、
簡
易
耐
火
＝
三
十
年
以
内

日
問
い
合
わ
せ
先
　
住
宅
金
融
公
庫
熊

本
支
所

（奮
０
９
６
１
３
２
４
１
２
１

２
１
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
公
庫
業
務

取
扱
金
融
機
関

非
補
助
土
地
改
良

資
金
の
ご
利
用
を

ほ
場
や

農
道
の
整
備
、
農

地
の
造

成
、
か
ん
が
い
。
排
水
な
ど
の
事
業
を

行
う
と
き
、
国
や
県
の
補
助
の
対
象
に

な
ら
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
長
期
で

低
利
の
非
補
助
土
地
改
良
資
金
を
借
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
対
象
　
農
業
を
営
む
個
人
、
農
協
、

土
地
改
良
区

□
借
り
入
れ
限
度
額
　
五
百
万
円
以
下

の
場
合
は
一
〇
〇
で
、
五
百
万
円
を
超

え
る
場
合
は
そ
の
額
の
八
〇
ギ
ま
で
の

額

□
利
率
　
年
利
三
・
五
で

□
返
済
期
間
　
十
年
の
据
置
期
間
を
含

め
て
二
十
五
年
以
内

（百
万
円
借
り
入

れ
た
場
合
の
償
還
例
＝
五
回
年
賦
の
場

合
年
額
二
十
二
万
千
四
百
八
十

一
円
、

十
回
年
賦
の
場
合
年
額
十
二
万
三
百
四

十

一
円
）

□
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
産
業
観
光
課

農
地
係

（盤
②
１
１
１
１
内
線
６
０
）

か
農
協
金
融
課

研
修

生

を
募
集

県

立

農

大

附
属

畜
産
高
等
研
修
所

県
立
農
業
大
学
校
附
属
畜
産
高
等
研

修
所
で
は
、
次
の
要
領
で
研
修
生
を
募

集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
　
本
科
生
三
十
人

◎
研
修
期
間
　
一
年

◎
入
所
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

学
力
を
有
す
る
十
八
歳
以
上
ニ
ト
五
歳

未
満
の
男
女

◎
受
付
期
間
　
二
月
十
五
日
か
ら
二
月

十
五
日
ま
で

◎
試
験
日
　
二
月
十
九
日

◎
試
験
場
所
　
県
福
祉
会
館

◎
試
験
科
目
　
作
文
、
面
接

◎
特
典
　
人
工
受
精
士
、
農
業
機
械
技

能
士
、
大
型
特
殊
、
け
ん
引
運
転
免
許

の
特
別
指
導

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
蘇
町
西
湯
浦
―

４
５
４
　
県
立
農
業
大
学
校
附
属
畜
産

高
等
研
修
所

（富
０
９
６
７
３
１
②
ｌ

２
３
１
）

危
険

物

取
扱
者

保
安
講
習
を
実
施

五
十
九
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講

習
が
次

の
と

お
り
実
施

さ
れ
ま
す
の

で
、
受
講
対
象
者
は
も
れ
な
く
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
受
講
対
象
者
　
危
険
物
の
取
扱
い
に

従
事
し
て
い
て
、
免
状
交
付
日
、
ま
た

は
再
講
習
の
受
講
日
が
、
五
卜
六
年
二

月
以
前
の
人
、
お
よ
び
受
講
を
希
望
す

る
人

◇
講
習
の
期
日
、
場
所
　
▽
二
月
二
十

五
日
　
県
庁
地
下
大
会
議
室
　
▽
三
月

十
二
日
　
県
庁
地
下
大
会
議
室
　
▽
三

月
二
十
二
日
　
菊
池
市
文
化
会
館

◇
講
習
時
間
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で

◇
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
蘇
広
域
消
防
組

合
南
部
分
署

（雪
２
１
９
０
３
４
）

お
知
ら
せ

の
べ
日
ジ

主 な 事 業

=総  務=

町有林の新植、 |(刈 りなど・

色兄地区の地籍調査… ………

交通安全施設の整備…・…

=民  生=
1清キl}事 業

`′

lllt金

(高 森町外 1カ 村清掃組 合)―

老人福祉事業 ・ …・ ……

=農林水産=

老朽 ため池改修

(防 が平、 内|11)… … ………

農道管理助成

(1味 F,ナ也|ズ ほか91也 lκ )… ………

飼料生産効率化事業

(前原あか牛生産組合)…

¬ |1村広場造 1騰 …… …… ・

=土  木=

社倉― '1に 地線衛|1装 、413m…

片山一蔵地線禽|1洪 、396m…

.味 鳥― 多々野線舗装、366m

黒岩一人戸 ノ|1線舗装

50()m・ …………・……・……………

=消  防=
8`〉 |■11書|`11,肖 けルトンフ・:li… …

.4分
|■12音じ|ニ ホンフ手責章支卓……

=教  育=

小学校整備 (野尻小ほか3校 )

中学1交 整fli(llli森 |liほ か2本交)

地方債の状況

借入先と現在高

23億
58年度
決 算

.… 905万  
「rl

l,135万
・

lll

…・465万「 I

1,014万 円

3,718ノ J「
Il

町有財産

建  物 45,089市

性質別歳出

の内訳

●●
1,800万 円

……1,550ノ∫III

lf意 2,600り∫III

1,640り Jlll

l,070ソプ「Il

l,011万 円

3607テ「11

220万 PI

531万 円

550万 円

学   校

庁  舎

||1    本木

"買

.  
里予

学  本交

クヽ   1彙 |

庁  舎

22,151m

3,846rlf

5,191,400rn2

5,731,900in2

178,099n12

36,448nf

18,670in'

12,425nf

普通
`L設

'11業 'ι

`:

33_4%
4,364ノ メIII

公営住宅

そ の 他 11,0791lf

L  士也  11,297,310市

径 級

7～ 13∞
14～ 22
24～ 28
30以上

7～ 12

13～ 18
20～ 28

30以 上

7～ 14

16～ 28

13～ 18
20～ 28

安 値

11,000
18,500
21,000

12,000
13,500
18,500

6,000
9,600

高 値

21,500
23,200
24,600
26,000

17,800
22,500
28,000
29,000

9,000
22,500

23,200
22,700

1/28日 市況 高森町森林組合

ス  ギ

長さ

41■■

3n■

2 nll

6n■

ヒ ノ キ

4 nl 7～ 13

14～ 22
24～ 28

7～ 12

13～ 18

20^ψ 28

13～ 18

人件費
23.7%

公|:費
ll.2%

物 F'li俊

9.7%

補助費 7.1%

積立金 5.9%
扶助費 4.1%

修11t2.1
1.9%

1日 費 0.8%
投資及び出資金貸イ」金
0.19%

そ の 他 128,368nf

立  木 81,71 l nlt

有価証券   2,782,000円

国民健康保険

歳入………

歳出………

簡易水道

歳入………

歳出………

住宅新築資金等

歳入………

歳出…・…

老人保健

歳入・……

歳出・……

1,000万 円 公営住宅

一

一
　

　

〇〇〇

〇〇０

一

５００

４０〇

一

９００

●
11「 持補
子栄|11イ|=

災害復 ●

3n■

6m

33,500
35,000
29,500

31,600
34,000
32,300

48,000

特別会計決算

5億 9,173万 千円

5億4,944万 千円

1億 188万 8千円

・9,894万 6千円

576万 3千円

574万 5千円

4億 4,087万 6千円

4億 3,257万円

%
・
４
　
　
円

０

ｌ

　

Ｆ

合
＝
％
″

組
お
５
・舒

済
η
ｌ
６ヽ６

共
６８
倒

‐２
，

」）
億

今
月
の
支
払
日

金

万 II

員8万 8T‐ [1

6%

郵政省
5(1:i6,666

25.3%
企 業
1公 庫

10億 2,
45.8%

399万 8T^III
大蔵省

総額22億3,568万 9千円

8,013:デ

一 年1111■ |・ IT栞材 共
匡 董

況
【

III :
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今
年
も
五
十
九
年

分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
、
お
よ

び
六
十
年
度
町
県
民

税
と
事
業
税
の
申
告

時
期
を
迎

え

ま

し

た
。
こ
の
申
告
は
、

皆
さ
ん
の
昨
年

一
年

間
の
所
得
に
つ
い
て

行
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
給
与
所
得

だ
け
の
人
で
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
が

行
わ
れ
た
人
な
ど
は
、　
一
般
に
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
い
人

▽
昨
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、
今
年

一

月

一
日
現
在
就
職
し
て
い
な
い
人

▽
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

納

税

相

談

の
ご

利

用

を

申
告
の
期
間
は
、
二
月
十
六
日
０
か

ら
二
月
十
五
日
０
ま
で
で
す
。

申
告
の
受
付
け
と
納
税
相
談
を
兼
ね

て
、
各
地
域
に
相
談
会
場
を
設
け
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
同
じ
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
。

前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
り
、　
一

人
暮
ら
し
の
老
人
世
帯
で
も
申
告
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
使
う
医
療
費
は
、
み
ん
な

で
負
担
し
あ
う
の
が
保
険
税
で
す
。
中

告
所
得
が

一
定
金
額

以
下
の
場
合
に
は
、

保
険
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
の
で
、
国
保
世

帯
は
必
ら
ず
、
納
税

相
談
期
間
中
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
も

申
告

が
必
要
な
人

▽
給
与
の
年
間
収
入
が
千
五
百
万
円
を

超
え
る
人

▽
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

▽
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
の
あ
る

人
▽
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど

で
、
そ
の
会
社
か
ら
給
与
の
ほ
か
に

貸
付
金
の
利
子
、
店
舗
、
工
場
な
ど

の
賃
貸
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
人

申
告
を
す
れ
ば

税
金

が
戻
る
人

〉
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

▽
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
人

▽
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
か
、
購
入
し

た
人

〉
年
の
中
途
で
退
職
し
て
、
そ
の
後
再

就
職
し
て
い
な
い
た
め
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人

り

「
皆
さ
ん
の
幸
せ
を
祈

っ
て
い
ま
す
。
早
く
よ
く

偲^

子
″
　

』
て っ
凍
ス
ば
（
¨
↑
畳
『
【

自
分
の
死
期
を
知

っ
て
い
な
が
ら
、
他

人

へ
の
い
た
わ
り
の
優
し
さ
に
ひ
ど
く

感
動
し
ま
し
た
。
人
を
身
代
り
に
し
て

で
も
自
分
だ
け
は
幸
せ
に
な
り
た
い
と

思
う
人
が
多
い
Ｌ
の
中
で
、
と
て
も
暖

い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き

一
人
対
大
勢
で
な
く
、　
一
人
対

一
人
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ
と
ば

か
り
で
す
。
日
進
月
歩
の
医
学
に
と
り

残
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
看
護
の
面
だ
け

で
な
く
、
企
て
の
面
で
自
分
自
身
を
向

上
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
県
民
税
は
、
別
名
住
民
税
と
も
い

わ
れ
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
か
な
税
金

で
、
町
民
生
活
の
向
上
に
直
接
活
用
さ

れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。
今
年
も
こ
の

町
県
民
税
の
申
告

時
期

と
な
り
ま
し

た
。

申

告

が

必

要

な

人

▽
農
業
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る

人

（所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
）

〉
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
以
外
の
所
得
が
、

二
十
万
円
以
下
で
、
確
定
申
告
を
し

将
来
の
農
業
と
私

河
原
・
黒
岩

後

藤

し
か
し
、
今
の
私
で
は

こ
れ
と
い
っ
た
打
開
策
を

取
員

ユ
相
　
醐
副
「
は
経
、
戒
は
畦
囃

の
私
ご
と
き
に
そ
う
簡
単
に
見
つ
か
る

は
ず
も
な
く
、
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て

見
守
る
…
…
い
い
え
た
だ
流
れ
の
ま
ま

自
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

卓
部
。
社
倉

甲

斐

「
今
日
か

ら
私
は
大
人

の
仲
間
入
り

を

し

た

の

だ
、
自
り
の

や
る
こ
と
に

た
り
に
し
て
、
今
ま
で
の
方
法
で
続
け

て
い
て
、
果
た
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う

か
と
考
え

て
し
ま
う

こ
と
が

あ
り
ま

す
。農

協
職
員
と
し
て
、
農
家
の
長
り
‐
サ
と

し
て
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を

見
る
と
き
、
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
が

わ
い
て
く
る
の
で
す
。
私
の
地
区
で
は

高
冷
地
野
菜
、
畜
産
、
そ
れ
に
わ
ず
か

な
水
田
と
い
う
、
市
場
価
格
に
そ
の
情

勢
を
左

右
さ
れ

や
す
い
も
の
ば
か
り

で
、
こ
の
不
安
定
な
経
営
の
中
、
そ
れ

ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
営
ん
で
生
き
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
将
来
こ

の
立
地
条
件
は
変
り
よ
う
も
な
く
、
そ

の
中
で
新
し
い
方
向

へ
農
業
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

●   ●

納 税 相 談 日 程 表

町県民税、国民健康保険税

所 得 税
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私
は
現
在

農
協
職
員
と

し
て
三
年
目

を
迎
え
、
最

近
の
農
業
情

勢
を
目
の
当

２

月
１６
日

か
ら
３
月
１５

日
ま

で

は
責
任
を
持

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

よ
う
」
今
ま
で
の
自
分
と
は
少
し
違

っ

た
強
い
意
志
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

二
十
歳
と
い
う
言
葉
は
素
敵
で
も
あ

り
、
不
思
議
に
も
感
じ
ま
す
。
今
ま
で

に
流
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

こ
ん
な
私
で
も
、
社
会
の
荒
波
の
中

で
自
分
自
身
を
見
失
わ
な
い
よ
う
し

っ

か
り
と
し
た
日
で
自
分
を
見
つ
め
る
、

そ
ん
な
目
が
欲
し
い
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
長
い
歳
月
の
中
で
多
く
の
問
題
を
抱

え
、
悩
み
苦
し
み
続
け
る
こ
と
で
し
よ

う
。
で
も
私
は
、
け

っ
し
て
後
退
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
物
事
に
対
し
て

常
に
前
向
き
に
進
ん
で
い
き
た
い
の
で

す
。
ま
た
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
挑
戦
す

る
気
持
を
い
つ
も
絶
や
さ
ず
に
、
社
会

人
と
し
て
歩
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

自
分
自
身
、
身
勝
手
に
生

き
て
き
た
こ
と
が
反
省
さ

由
【
△
口
　
紐
れ
時
臓
着
虐

嘔幹
（協
一一
ぃだ

と
、
Ｌ貝
任
を
と
り
解
決
す
る
の
は
、
自

分
自
身
な
の
で
す
。
他
人
の
手
を
借
り

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
社

会
人
と
し
て
社
会
の
波
に
も
ま
れ
な
が

ら
成
長
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て

い
ま

す
。
そ
れ
が
自
分
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
満
足

す
る
こ
と
は
で
き
な
く
と
も

一
歩

一
歩

い
つ
も
前
を
見
つ
め
て
荒
波
の
社
会
ヘ

飛
び
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●●
自
分
自
身

の
向
上
を

色
見
・
井
上

住

吉

看
護
婦
を

し
て
い
て
一

番
う
れ
し
い

時
は
、
患
者

さ
ん
の
笑
顔

を

見

た

り

一
元
気
に
な

っ
た
の
は
あ
な
た
た
ち
の

お
か
げ
で
す
」
と
喜
ん
で
帰

っ
て
行
か

れ
る
と
き
で
す
。
し
か
し
、　
一
生
懸
命

や

っ
て
も
報
わ
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま

す
。
人
の
死
に
直
面
し
た
と
き
で
す
。

病
気
の
た
め
若
く
し
て
亡
く
な
ら
れ

る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
先
輩
か
ら
こ
ん

な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
不
治
の
病
で
死

亡
し
た
青
年
か
ら
同
室
の
患
者
さ
ん
に

あ
て
た
メ
モ
が
病
室
の
鵬
か
ら
見
つ
か

三

つ

の

信

念

高
森
・
旭
通
り

立

山

私
は
現
在

勤
め
て
い
る

会
社
に
入
社

す
る
に
あ
た

り
三
つ
の
信

念
を
立
て
ま

し
た
。
こ
の
信
念
、
成
人
す
る
に
あ
た

っ
て
の
信
念
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

ま
ず
第

一
に

「
努
力
は
報
わ
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
」
、
第
二
に

「
不
用
意
に
生

き
る
な
」
、
最
後
に
「
こ
け
た
ら
立
て
、

立
つ
た
ら
歩
け
」
で
す
。

今
日
成
人
式
を
迎
え
、
改

経
久
　
”
軍
こヽ
っ一．．っ
一一）一一一一

ｌ
マ
し
１
コ，
　
．、
′
こ
Ｌ

は
大
き
く
言
え
ば
私
の
人
生

の
柱

だ

と
、
常
日
ご
ろ
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

私
辻
は
郷
土
を
受
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
発
展
を
祈
り
、
こ
れ
ま
で
両
親
、

先
輩
、
友
姓
な
ど
の
お
か
げ
で
成
長
し

ま
し
た
。
こ
の

″
お
か
げ
″
と
い
う
気

持
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
も

若
者
ら
し
く
行
動
的
に
、
そ
し
て

″
お

か
げ
″
を
忘
れ
ず
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

農 協 色 見 支 所

津 |マイ 21林 業 セ ン ク ー

に申告できなかった方
高森・色見地区=役場第 2会議室

141上
記日程に申告

雪曇|[嘗 Ξ
I曽塁薬落4ラ タ_

旧畜産 セ ンター

旧畜 産 セ ンター

農協草部北部支所

口
月 場

III

|

|~

森

中

一

一

１

一

２

一

４

一

５

一

ノL〔 神・ l l li]1村
~|

■
|

和 |
~|

『
rl
~|
在 |

|1召

草   部
(社  倉)

下

L

永 野 原

戸百TTII
山鳥   |

河 原 1

前原・洗川

|_1_

1上 |

110‐
|14.

|~~~|

1131

16
1~
1 7

i218
冬    野

26 津   留

27 横   町

28

野 尻 2

尾 下 1

旭   通

矢 津 田

草   部
(社 倉 外)

セ基悩
｀
集落

菅   山

河 原 2

尾 下  2
中原 。大村

西丁 。中国
小倉原

河 原

農協 上

||
午前_9_:oo l午 後 1

1511上記日程

色 見支所

7:1  1マ 1  1

野 ル11

地  区  名

12 1 00

公 民 館

片:  ll'下   切

も '

21 高 森 全 地 区 一タ

″約
合．
鯵

総
“

業林

月
日

【

1午鯵
|
1 貧 場

区   名

|
|

2 1 20

趾

＾

一

二

oo l

00 1



(5) 第 306号 広 報 た か も り 昭和60年 2月 1日

新
春
恒
例
の

消
防
出
初
め
式

が

一
月
十
日
高

森
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
塚
本
団
長

以
下
十
四
分
団

三
百

九

十

九

人
、
高
森
中
学

校
少
年
消
防
隊

三
十
三
人
と
、

消
防
車
四
台
、

積
載

車

十

二

台
、
小
型
ポ
ン

プ
六
台
が
参
加

し
ま
し
た
。

粉
雪
が
舞
う

天
候
の
中
、
午

前
九
時
爆
竹
を

合
図
に
各
分
団
が
入
場
、
町
長
式
辞
、

団
長
訓
示
、
来
賓
祝
辞
な
ど
の
後
、
各

分
団
ご
と
に
瀬
井
町
長
の
通
常
点
検
を

受
け
、
午
後
は
別
所
溜
池
で
、
十
年
ぶ

り
に
復
活
し
た
的
落
と
し
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
競
技
は
十
名
の
選
手
が
、

ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
消
防
車
、
積
載
車

な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
水
利
地
点
ま
で
全

力
疾
走
。
吸
水
管
を
投
入
し
て
三
本
の

ホ
ー
ス
を
延
長
、
ク
レ
ー
ン
車
に
つ
り

下
げ
ら
れ
た
か
ご
の
中
の
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
ニ
つ
を
落
と
す
ま
で
の
時
間
を
競
う

も
の
で
、
消
防
車
二
十
七
ン
、
積
載
車

二
十
五
シ
、
小
型
ポ
ン
プ
二
十
三
Ｍ
の

高
さ
で
行
わ
れ
、
各
分
団
は
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
披
露
、
中
に
は

一
分
を

切
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
成
績
、

表
彰
関
係
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
通
常
点
検
】
　
０
第
九
分
団
　
②
第

三
分
団
　
０
第
六
分
団

【
放
水
競
技
】
　

▽
消
防
車
＝
①
第
八

分
団

一
部
　
②
第

一
分
団

一
部
　
▽
積

載
車
＝
①
第
六
分
団
　
②
第
五
分
団

０
第
四
分
団

一
部
　
▽
小
型
ポ
ン
プ
＝

０
第
二
分
団
二
部
　
②
第
八
分
団
二
部

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
　

▽
功
績
章

（
二
十
年
以
上
）
三
森
義
高
、
中
川
久

雄
、
野
尻
健

一
、
野
尻
昭
敏
、
戸
高
秋

男
　
▽
勤
績
章

（十
五
年
以
上
）
荒
牧

久
利
ほ
か
二
十
人

【
町
長
表
彰
】
　

▽
勤
続
ユ早

（十
年
以

上
色
見

・
西
中
原
地
区
の
鬼
火
た
き

が

一
月
七
日
午
前
十
時
か
ら
、
上
色
見

小
学
校
近
く
の
畑
で
行
わ
れ
、
約
二
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
の
場
に
し
よ
う
と
四
年
前
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
、
高
さ
約
八
材
の
青
竹

事
故
の
な
い
郷
土

づ
く
り
を
誓

う

交
通
安
全
祈
願
祭

高
森
警
察
署
管
内
の
交
通
安
全
祈
願

祭
が
、　
一
月
八
日
午
前
十
時
か
ら
高
森

阿
蘇
神
社
で
開
か
れ
、
警
察
署
、
交
通

安
全
協
会
、
関
係
町
村
、
ダ
ン
プ
カ
ー

協
会
な
ど
か
ら
約
百
人
が
参
加
し
ま
し

た
。神

事
の
あ
と
田
代
阿
蘇
南
部
交
通
安

上
）
甲
斐
元
紀
ほ
か
十
二
人

【
一
般
表
彰
】
　

〉
退
職
団
員
＝
宇
藤

明
、
本
田
登
　
▽
用
地
提
供
者
＝
田
上

吉
久
郎
、
田
上
安
盛
、
西
田
忠
臣
、
古

沢
要
吉

の
や
ぐ
ら
に
火
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
自

い
煙
を

上
げ
て
勢
い
よ
く
燃
え
上
が

り
、
正
月
の
し
め
飾
り
や
破
魔
矢
も
い

っ
し
ょ
に
燃
さ
れ

一
年
の
健
康
を
祈
り

ま
し
た
。

余
り
火
で
、
ツ
ル
ノ
コ
イ
モ
と
豆
腐

の
日
楽
会
が
開
か
れ
、
子
供
た
ち
は
田

口
楽
を
ほ
お
ば
る
子
供
た
ち

楽
や
モ
チ
を
ほ
お
ば
り
、
大
人
も
カ
ッ

ポ
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
伝
統
行

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

10年ぶりに的落 とし
□恒例の消防出初め式 □

●

●

鬼

火

た

き

で

健

康

祈

る

上

色

見

・
西

中

原

地

区

全
協
会
長
、
堀
本
署
長
、
瀬
井
町
長
が
　
か
け
ま
し
た
。

「
地
域
の
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図

り
、
死
亡
事
故
が
発
生
し

な
い
よ
う
努
力
を
続
け
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
な

ど
三
項
目
の
交
通
安
全
宣

言
を
し
て
、
事
故
の
な
い

住
み
よ
い
郷
土
を
作
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
の
後
町
村
ご
と
に

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た

が
、
本
町
で
も
広
報
車
を

先
頭
に
交
通
安
全
を
呼
び

出初め式で行われた的落とし競技

おはらいを受ける参加者

２

ヤ

，

一
響
一

，

.´‐■11

』
　
一
　
・
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成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
、
新
成
人

の
門
出
を
祝
う
式
典
が
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

た
の
は
県
下
で
二
万
五
千
人
、
本
町
で

は
約
二
百
人
で
す
。

成
人
者
が
生
ま
れ
た
、
昭
年
三
十
九

年
、
四
十
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か
れ
、
東
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

式
典
は
午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
、
帰

省
し
た
人
を
含
め
男
五
十
五
人
、
女
七

十
四
人
の
あ
わ
せ
て
百
二
十
九
人
が
参

加
、
高
森
小
学
校
児
童
に
よ
る
町
歌
披

露
の
後
、
瀬
井
町
長
が

「
成
人
の
日
を

人
生
の
再
出
発
の
日
と
し
て
、
自
ら
の

道
を
開
拓
す
る
と
共
に
、
祖
先
の
尊
い

汗
と
努
力
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
国
土
を

守
り
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
ふ
る
さ

と
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
奮
起
し
て

く
だ
さ
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
送

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を
代
表
し

て
佐
藤
雄

一
さ
ん

（高
森

。
昭
和
）
が

「
今
の
感
激
を

生
涯

忘
れ
る
こ
と
な

く
、
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
社
会
作

り
の
た
め
に
、
ま
た
二
十
年
間
育
て
て

く
れ
た
ふ
る
さ
と
発
展
の
た
め
に
努
力

し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
続

い
て
後
藤

賢
治

さ
ん
、
住
吉
徳
子
さ

ん
、
立
山
経
久
さ
ん
、
甲
斐
百
合
さ
ん

の
四
人
が
成
人
と
し
て
の
決
意
、
意
見

を
発
表
し
ま
し
た
。

式
典
後
は
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

●

新成人で埋った式典会場

主
催
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
本
町
を

紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
後
、
成
人

者
べ
の
ユ
ー
そ
ア
た
っ
ぶ
り
の
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
、
来
賓
を
交
え
て
の
ゲ
ー
ム
な

「
く
ま

も
と

緑
の
百
景
」

（熊
本

県
、
熊
本
日
日
新
聞
社
、
熊
本
放
送
提

唱
）
の
投
票
が
、
昨
年
十
月

一
日
か
ら

十
二
月
十
日
ま
で
行
わ
れ
、
本
町
の
高

森
峠
が
十

一
万
七
千
七
百
十
三
票
で
七

位
に
、
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

一
帯
が
十

一
万
五
千
二
百
九
十
八
票
で
九
位
に
、

さ
ら
に
高
森
阿
蘇
神
社
の
森
が
十
万
七

千
八
百
七
十
九
票
を
集
め
て
十
位
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
成
人
者
か
ら
記
念
樹
と
し
て

桜
の
苗
木
の
目
録
が
町
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

「
く
ま
も
と
緑
の
百
景
」
は
、
県
民

投
票
で

″
ふ
る
さ
と
の
自
慢
の
緑
″
を

選
定
し
、
緑
の
保
護

こ
育
成
に
努
め
よ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
県
下
各
地
か

ら
千
三
百
六
カ
所
の
緑
が
投
票
さ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
一
月

一
日
熊
木
日
日
新
聞
紙

上
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
上
位
十
位

ま
で
に
本
町
の
自
慢
の
緑
が
三
つ
も
選

ば
れ
た
の
は
、
豊
か
な
自
然
と
、
町
民

の
緑
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
が
伺
え
ま
す
。

高
森
峠
は
、
頂
上
付
近

の
標
高
約
八
百
ソ
、
阿
蘇

峠

　

五
岳
と
南
郷
谷
の
緑
の
じ

森

　

ゅ
う
た
ん
を

一
望
で
き
ま

高

　

す
。
ま
た
、
千
本
桜
は
延

長
四
キ
ロ
に
わ
た
り
、
三
千

の
　

本
以
上
の
桜
が
植
え
て
あ

位

　

り
、
桜
の
名
所
と
し
て
有

７

　

名
で
す
。

南
阿
蘇
国
民

休

暇

村

は
、
七
十
四
鰺
の
敷
地
を

持
ち
、
四
方
を
雄
大
な
草

原
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

九
位
の
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

十
位

の

高
森

阿
蘇
神

社

休
暇
村
か
ら
見
た
根
子
岳
は
県
下

一
の

名
勝
と
な

っ
て
い
ま
す
。

高
森
阿
蘇
神
社
の
境
内
に
は
六
本
の

ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
の
母
樹
が
あ
り
、
こ
れ
は

昭
和
三
十
年
に
確
認
さ
れ
た
も
の
。
社

の
後
方
の
官
山
は
明
治
百
年
を
記
念
し

て
禁
伐
林
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

く
ま
も
と
緑
の
百
景

十
位
内
に
町
の
緑
三
つ

●
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